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審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
 本論文は次世代の据え置き型燃料二次電池の候補であるナトリウムイオン二次電池に着目し、量子力
学に立脚した第一原理電子状態計算の手法を用いることにより、電極物質ならびに電解質中におけるナ
トリウムイオンの拡散素過程とそのエネルギー論の解明をおこなったものであり、ナトリウムイオン二次電池
のナトリウム拡散に関する基礎物性の理解と特性制御に必須となる基礎的知見を与えたものである。とり
わけ、NVPやNZSP中における拡散障壁の定量的な見積もりは、これらの物質を電極ならびに電解質とし
て用いたトリウムイオン二次電池の応用を加速するものであり高い意義を有している。以上の点から、本
論文は博士（理学）に相当するものである。 
 
〔最終試験結果〕 
  平成２８年２月１３日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
